
【令和 4年度全国学力・学習状況調査の結果について】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和4 年4 月 19 日に実施した全国学力・学習状況調査では、３教科（国語・算数・理科）すべてにおいて東京都の平均正答率を大きく上回る結果となった。全体の傾向として、記述式の問題形式の正答率が高くなっ

ているのが要因である。また回答内容について「思い込み」や「自己判断」に起因する誤答が見られる。落ち着いて答えたり論理的に考えたりするために、自分の考えを整理して表現することが肝要である。 

令和 4 年 9 月１５日 

練馬区立開進第二小学校 

【各教科の平均正答率（％）】   （参加児童数：86 名） 

 国語 算数 理科 

開二小 ７ ５  ７ ４  ７ ０  

練馬区 ６ ９  ６ ８  ６ ６  

東京都（公立） ６ ９  ６ ７  ６ ５  

全国（公立） ６ ５ ．６  ６ ３ ．２  ６ ３ ．３  

参考：国＝秋田７ １ ％、算＝石川６ ９ ％、理＝秋田７ １ ％ 
 

【問題形式による平均正答率（％）】 「記述式」の正答率を課題とする学校や地域が多いところ・・・。 
 

 

 

 

 

 

 ※どの区分も都平均正答率を上回っている。記述式がこれだけ上回る結果は開二小の特色。特に国語・理科に比べ、算数が大きく伸びている。 

【記述式に着目したクロス分析】（国語＝3問、算数＝4問、理科＝3問） 

記述式正答数が 6問以上の児童数（青）と 5問以下の児童数（赤）に分け、児童質問紙を肯定的に回

答している（「よくできる」「できる」と回答）傾向について集計した。質問に対して肯定的に回答してい

る児童の 8割近くが記述式 6問以上正答した児童であった質問をまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のほかにも、次の質問で8 割近くの児童が記述式 6問以上正答している。 

(40)5 年生までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていましたか。 

(57)算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できないか考えていますか。 

(65)理科の授業で学習したことは、将来、社会に出た時に役に立つと思いますか。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１７）自分と違う意見について考える

のは楽しいと思いますか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（４１）５年生までに受けた授業では，自分の

思いや考えをもとに，作品や作文など新しい

ものを創り出す活動を行っていましたか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（３８）５年生までに受けた授業で，自分の考

えを発表する機会では，自分の考えがうまく

伝わるよう，資料や文章，話の組立てなどを

工夫して発表していましたか

【記述式で解答できる児童を育成する授業改善のポイント】 

  ① 自分とは異なる意見について考えるために、協働的な学びを増やす。 

  ② 自分の考えを文章にして発表したり、書いてまとめたりする場面を作る。 

  ③ 創造することの楽しさや学習は必ず役に立つという実感をもたせ、意欲を高める。 

 

【各教科での特質した結果】 

【国語】 

問題番号 無解答率 
  

  

２－三 ３．５％ 

３－一 ４．７％ 

３－二 １１．６％ 

３－三ア １１．６％ 

３－三イ １４．０％ 

３－四 １５．１％ 

 

 無解答率をみると、
問題の終わりになる

ほど、増えています。 

 記述式解答を考え

すぎて、時間が足りな

くなったことが考えら

れます。 

【算数】 

設問 3⃣－(1) 
遊び ビンゴ クイズ 宝探し しりとり 合計 

票の数 １７ １３ １２ ア ４８ 

表の中の ア に入る数を求めます。 

表の中の数を使って、求める式を書きましょう。また、答えも書きましょう。 

 

 児童の正答率は、７５．６％。解答類型で、１０．５％の児童が、６と

解答しながらも式で誤っています。「表の中の数」を使わず、一部、暗

算した数で立式したと考えられます。 

【理科】 

 児童の正答率において、東京都の正答率を下回っているもしくはほぼ同じ設問は、４問。 

１－（３） ナナホシテントウムシが昆虫であることを説明する写真(絵)を選ぶ。 

１－（４） 表の中（昆虫の絵４つ）に、カブトムシ（絵で示している成長過程）はどこに加えればいいか。 

２－（２） 図にある水の量に、５０ｍLはかり取るためにあとどれだけの水を入れるとよいか。 

２－（４） 砂糖水を凍らせたものは、紅茶に入れると沈みました。・・・・ 

 どの設問についても、設問も文章の内容と絵（図）を見比べて考えて解答します。解答類型では、勘違いや思い込みと推測され

る解答が多いです。自分の考えたことを、筋道が通っているか確認する必要があります。 

【日常生活に関する児童質問紙の解答から見えてきたもの】・・・青＝記述式６問以上正答、赤＝記述式５問以下正答 

 

0.0

50.0

きちんと守っている だいたい守っている あまり守っていない 守っていない 約束はない 持っていない

(4)携帯電話・ス

マートフォンやコン

ピュータの使い方

について、家の人と

約束したことを守っ

ているか

携帯電話やスマートフォン等の

使い方について、家の約束を守

っている児童は、記述式の正答

率が高い。 

0.0

50.0

4時間 3～4時間 ２～3時間 １～2時間 1時間未満 全くしない

(5)普段、1日当たりどれ

くらいの時間、テレビ

ゲーム（スマートフォン

を使ったゲームも含む）

をしていますか。

１時間以上テレビゲームをして

いる児童は、記述式の正答率

が低い。 

0.0

50.0

4時間以上 ３～4時間 ２～3時間 １～2時間 ３０分～1時間 30分未満 全くしない

(6)普段、1日当たり

どれくらいの時間、

SNSや動画視聴など

をしますか。

ＳＮＳや動画視聴を３０分以上し

ている児童は、記述式の正答

率が低い。 

0.0

50.0

2時間以上 １～2時間 30分～1時間 10～30分 10分未満 全くしない

(23)学校の授業時間

以外に、普段、1日当

たりどれくらいの時間、

読書をしますか(漫画・

雑誌等除く）。

読書と記述式正答率の相関が

みられませんが、適度な時間の

読書が必要なことはわかりま

す。 

【授業改善のポイント】 

① 考える時間を自分で決める場面を作る。 

② 見通しをもって、考えのポイントを把握する。 

【授業改善のポイント】 

① 何を問いている問題かを理解し、素直に答える意識をもつ。 

② 表したことについて、問題内容とあっているか見直す。 

【授業改善のポイント】 

① 問題の文章内容を十分に理解して何を問いているか確認し、その視点で絵や図を見て考える場面を増やす。 

② 目の前に起きている事象について、観察や実験などで使っている言葉を使って説明する機会を作る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


